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(1) 2017年12⽉期 第１四半期連結業績

（単位：百万円）

2017年12⽉期
第1四半期

前年同期との⽐較

前年同期 増減額 増減率(%)

売上⾼ 19,901 20,127 ▲226 ▲1.1

売上総利益 6,403 6,684 ▲281 ▲4.2

売上総利益率 32.2% 33.2% ▲1.0p －

販売費及び⼀般管理費 4,717 4,657 +60 +1.3

営業利益 1,685 2,027 ▲342 ▲16.9

営業利益率 8.5% 10.1% ▲1.6p －

経常利益 1,748 2,112 ▲364 ▲17.2

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,383 1,605 ▲222 ▲13.8

【売上⾼】 ビジネスソリューションセグメントは拡⼤したものの、
⼤型案件終了の反動減を主因として減収

【営業利益】 収益性の⾼いソフトウェア製品ならびにソフトウェア商品の減収に伴う
売上総利益率の低下等により減益
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(2) 営業利益の増減要因

2016年12⽉期
第1四半期

(単位：億円)

営業利益
16.8

営業利益
20.2

R&D、⼈件費
の増加等

売上総利益率が
1.0ﾎﾟｲﾝﾄ低下

減収の影響 ▲0.7

2017年12⽉期
第1四半期

前年同期⽐
▲3.4⾼収益のｿﾌﾄ製商品の減収によ

る売総率低下の影響 ▲2.1

販管費増 ▲0.6
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(3) 事業セグメント別売上⾼および営業利益
（単位：百万円）

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ
2017年
12⽉期

第1四半期

前年同期との⽐較
概況

増減額 増減率(%)

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 5,078 ▲238 ▲4.5 ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ等への新規受託ｼｽﾃﾑ開発の減少、
次世代融資ｿﾘｭｰｼｮﾝ「BANK・R」の
⼤型案件終了の反動減を中⼼に減収ながら、
採算性の⾼い案件増により増益

営業利益 440 +27 +6.5

% 8.7% +0.9p －

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 4,437 +444 +11.1 受託ｼｽﾃﾑ開発および会計分野を中⼼としたｿﾌ
ﾄｳｪｱ商品の拡⼤により増収ながら、ｿﾌﾄｳｪｱ製
品の減収ならびにｿﾌﾄｳｪｱ商品の収益性の低
下により減益

営業利益 218 ▲275 ▲55.8

% 4.9% ▲7.4p －

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 6,476 ▲369 ▲5.4
構想設計ｿﾘｭｰｼｮﾝ「iQUAVIS」は堅調に推移
したものの、ｿﾌﾄｳｪｱ商品の反動減、⼦会社
ｴｽﾃｯｸのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ減少により減収減益

営業利益 593 ▲63 ▲9.6

% 9.2% ▲0.4p －

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT

売上⾼ 3,909 ▲63 ▲1.6
電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けはｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運⽤保守ｻｰﾋﾞ
ｽを中⼼に拡⼤したものの、電通ｸﾞﾙｰﾌﾟとの協
業ﾋﾞｼﾞﾈｽの減少により減収減益

営業利益 432 ▲31 ▲6.7

% 11.1% ▲0.6p －
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(4) サービス品⽬別 連結売上⾼
（単位：百万円）

ｻｰﾋﾞｽ品⽬
2017年
12⽉期

第1四半期

前年同期との⽐較
概況

増減額 増減率(%)

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 1,750 +8 +0.5
製品開発における実験・解析領域は減少したものの、
⾃動⾞業界向けMBD導⼊⽀援や、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
領域等が拡⼤

受託ｼｽﾃﾑ開発 5,205 ＋162 +3.2 運輸業の主要顧客向け案件を中⼼に拡⼤

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 3,365 ▲359 ▲9.6 「iQUAVIS」は堅調に推移したものの、「BANK･R」、
⼈事管理「POSITIVE」の⼤型案件終了により減少

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 6,220 ▲222 ▲3.4
会計分野が拡⼤したものの、設計開発分野の反動減や
ｸﾗｳﾄﾞ型ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ「Force.com」を活⽤したｼｽﾃﾑ開発
案件の縮⼩により減少

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ
・運⽤保守ｻｰﾋﾞｽ 1,897 +198 ＋11.7 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けが拡⼤

情報機器販売・その他 1,461 ▲12 ▲0.8 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けが堅調に推移し、前期並み
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(5) 連結貸借対照表
（単位：百万円）

2017年
３⽉31⽇

2016年
12⽉31⽇ 増減 主な増減要因

流動資産 53,437 55,046 ▲1,609 預け⾦の減少（▲1,926）、繰延税⾦資産の増加(＋371)

固定資産 11,783 11,244 ＋539 ⼟地の増加（＋228）、繰延税⾦資産の増加（＋213）、
敷⾦及び保証⾦の増加（＋127）

資産合計 65,221 66,291 ▲1,070

流動負債 18,127 19,573 ▲1,446 前受⾦の減少（▲1,151)、仕⼊債務の減少(▲222)

固定負債 1,720 1,690 ＋30

負債合計 19,848 21,263 ▲1,415

純資産合計 45,373 45,027 ＋345 利益剰余⾦の増加（＋438）、
その他の包括利益累計額の減少（▲87）

負債純資産合計 65,221 66,291 ▲1,070
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(6) 受注⾼・受注残⾼
（単位：百万円）

受注⾼ 受注残⾼
2017年12⽉期

第1四半期
前年同期⽐
増減率(%)

2017年12⽉期
第1四半期

前年同期⽐
増減率(%)

合計 9,895 ▲3.3 9,302 ＋24.5

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別
内訳

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ 3,823 ▲11.8 3,253 ＋6.9

ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ 2,073 ▲0.4 3,084 ＋56.5

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ 1,199 ＋7.7 592 ＋14.3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 2,797 ＋3.7 2,371 ＋22.2

ｻｰﾋﾞｽ品⽬別
内訳

受託ｼｽﾃﾑ開発 6,258 ▲4.3 5,628 ＋19.7

ｿﾌﾄｳｪｱ製品ｱﾄﾞｵﾝ開発 1,521 ▲7.3 2,029 ＋26.9

ｿﾌﾄｳｪｱ商品ｱﾄﾞｵﾝ開発 2,115 ＋3.4 1,644 ＋40.5

※ 当社ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ の受注⾼・受注残⾼は、6つのｻー ﾋ゙ ｽ品⽬のうち、受託ｼｽﾃﾑ開発と、ｿﾌﾄｳｪｱ製品およびｿﾌﾄｳｪｱ商品の⼀部(ｱﾄ゙ ｵﾝ開発およびｱﾄ゙ ｵﾝ開発保守)のみを対象としています。
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ゙ ｻー ﾋ゙ ｽ、ｿﾌﾄｳｪｱ製品・商品の⼀部(ﾗｲｾﾝｽ販売/ﾗｲｾﾝｽ保守)、ｱｳﾄｿー ｼﾝｸ゙ ・運⽤保守ｻー ﾋ゙ ｽ、情報機器販売・その他は含んでおりません。

業績予想業績予想
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注） この資料に記載しております業績の予想数値は、業界の動向、顧客の状況、その
他現時点で⼊⼿可能な情報による判断及び仮定により算出した⾒通しであり、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、予想に内在する
不確定要因や内外の状況変化等により、実際の業績は当該予想とは異なる場
合がありますのでご承知おきください。
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売上⾼はほぼ計画並み、利益は計画を上回って推移していることから、
2017年2⽉9⽇に発表した予想より変更はありません。

（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前期との⽐較

上期
前年同期との⽐較

前期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

売上⾼ 84,000 79,783 +4,217 +5.3 40,594 39,578 +1,016 +2.6

営業利益 6,700 6,488 ＋212 ＋3.3 3,101 3,341 ▲240 ▲7.2

営業利益率 8.0% 8.1% ▲0.1p － 7.6％ 8.4% ▲0.8p －

経常利益 6,737 6,704 ＋33 ＋0.5 3,127 3,524 ▲397 ▲11.3

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,549 4,580 ▲31 ▲0.7 2,096 2,527 ▲431 ▲17.1

2017年12⽉期 業績予想
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（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前期との⽐較

上期
前年同期との⽐較

前期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

⾦融ｿﾘｭー ｼｮﾝ 23,366 22,037  ＋1,329 ＋6.0 11,140 10,994  ＋146 ＋1.3

ﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽｿﾘｭー ｼｮﾝ 16,794 16,965 ▲171 ▲1.0 8,061 8,035 ＋26 ＋0.3

ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ ｿﾘｭー ｼｮﾝ 25,899 23,872 ＋2,027 ＋8.5 12,611 12,224 ＋387 ＋3.2

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝIT 17,938 16,908 ＋1,030 ＋6.1 8,780 8,323 ＋457 ＋5.5

合計 84,000 79,783 +4,217 +5.3 40,594 39,578 +1,016 +2.6

2017年12⽉期 業績予想（事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）
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（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前期との⽐較

上期
前年同期との⽐較

前期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 5,467 5,426 ＋41 ＋0.8 2,594 2,668 ▲74 ▲2.8

受託ｼｽﾃﾑ開発 24,118 21,622 ＋2,496 ＋11.5 11,595 10,396 ＋1,199 ＋11.5

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 15,619 14,796 ＋823 ＋5.6 7,467 7,437 ＋30 ＋0.4

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 24,896 23,850 ＋1,046 ＋4.4 12,245 12,436 ▲191 ▲1.5

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・
運⽤保守ｻｰﾋﾞｽ 8,097 8,015 ＋82 ＋1.0 3,824 3,793 ＋31 ＋0.8

情報機器・その他 5,802 6,071 ▲269 ▲4.4 2,867 2,845 ＋22 ＋0.8

合計 84,000 79,783 +4,217 +5.3 40,594 39,578 +1,016 +2.6

2017年12⽉期 業績予想（ｻｰﾋﾞｽ品⽬別）

主要ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ ＜2017年２⽉〜2017年４⽉＞
⾦融ソリューションセグメント

2/3 FINOLAB リニューアルオープン
2/20 ⼭形銀⾏の新たな事業性評価プロセスを共同開発

3/2 不正アクセス検知サービスのカウリスが業務提携
3/7 国内最⼤級FinTechピッチコンテスト「FIBC2017」を開催、⼤賞が決定

4/11 不正アクセス検知サービスのカウリスに出資

ビジネスソリューションセグメント
4/28 統合HCMパッケージ「POSITIVE」のタレントマネジメント機能を強化

コミュニケーションITセグメント
2/20 ⾼精細4Kデジタルサイネージの実証実験「4K＠SHIBUYA」を実施
4/26 スマホ・Webアプリ開発向けプラットフォーム「FACERE」の提供を開始

オープンイノベーションラボ・他
3/10 オープンイノベーションラボにコミュニケーション・ディレクター佐藤尚之（さとなお）⽒を招聘
3/22 宮崎県綾町の野菜にブロックチェーン技術で管理した⽣産情報を付与、販売
4/17 ⼦どもの運動能⼒を測定し、適性種⽬を判定する「DigSports」を開発
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